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会長室から、こんど～です 

(株)大成経営開発会長 近藤記 

こんにちは 

梅雨の大雨の中少しでも晴れると嬉しいのですが、今年は暑さが厳しいようです。 

これから先は熱中症に注意しないといけませんね。 

それでも待ったなしにやってくる仕事の期限に追われないように、段取り良く前倒しに仕事進めていきます。 

 

今月はある方に本をいただきました。その本のお話をさせてください。 

仕事と人生がうまくいくポジティブ心理学【心の中の幸福のバケツ】という本です。 

人間は、日々日常生活の中で誰かと接するとき何らかの影響を受けている。何も感じないということはまずない。 

気持ちが明るくなるか、暗くなるのかどちらかであるはず。その積み重ねが人生を大きく左右する。 

ご存知だと思いますがあの有名なバケツとひしゃくの理論です。 

 

人はだれでも心にバケツを持っている。他人に何かを言われたり、されたりするたびに、このバケツの水は増えた

り減ったりする。バケツの水がいっぱいのときは気分がいい。バケツが空になったときは、気分は最悪だ。 

バケツの他にひしゃくも持っている。ひしゃくを使って誰かのバケツに水を注げば（相手が明るくなるような事を

言ったりしたりすれば）自分のバケツにも水がたまる。逆にひしゃくで相手のバケツの水をくみ出せば（相手を傷つ

けるようなことを言ったりしたりすれば）自分のバケツの水も減る。 

心のバケツに水がいっぱい入っているとき、人は前向きで意欲に溢れている。 

バケツの水があふれるたびに人は強くなり楽観的になる。 

逆にバケツが空のときは、後ろ向きで元気がなく、意欲も低下している。 

バケツの水をくみ出されるたびに人は傷つく。 

この水を注ぐと汲み出すは、日々あらゆる場面での人の選択を意味しています。 

周りの人との関わりの中で選択を迫られる。この選択により人との関係性や 

生産性、健康、幸せに大きな影響を与える選択なのです。 

会社でもポジティブな人が仕事もはかどり、次の顧客を生み出す。 

ネガティブな人は逆にコストがかかる（高くつく） 

ポジティブになるための５カ条 

1.バケツの水をくみ出すのをやめる 

（人と話すとき自分の一言が相手の水をくみ出すことにならないか考える） 

2.人のよいところに注目する 

（相手のよいところに光を当てると水を注ぐチャンスが見えてくる） 

3.親友をつくる 

（特別な一人ではなく職場、サークル、所属しているそれぞれの場で作る） 

4.思いがけない贈り物をする 

（世論の調査ではプレゼントをもらうなら突然もらったほうがうれしいと答えているそうです。 

もらったときにはバケツの水はたまる） 

5.相手の身になる 

（自分がしてもらいたいと思うことを、相手にもするというのは常識で、バケツに水を注ぐ場合は、相手がし

てもらいたと思っていることをしてあげる） 

 

人によって注がれる水は違うものです。確実に注ぐ水にしたいならば相手に合わせる！これが一番難しい 

全部当たり前、知っていると思うかもしれませんが、私は会社においては、かなり難しいなと思っています。 

ぜひ皆さんもお読みください 

ありがとうございます。 



 

たいせい通信 平成30年07月号 

経営まめ知識：『サイバー攻撃とランサムウェアー及びセキュリティーポリシー 』   

みなさま如何お過ごしでしょうか？梅雨ですが、大雨で西日本地区で大変な災害がでていますね。また最近は、熱中

症に注意した生活が、必要になりました。やはり人間は大自然の前には、何も出来ませんね？？？ 

 

ところで最近、自社でありました『サイバー攻撃とランサムウェアー』についてお話ししてみたいと思います。 

世界中は、現在『第3の波』で『情報化社会』です。世界各地で『デジタルデバイド現象』が出てきています。個人

においても会社においても情報格差が、所得格差ということです。 

インターネット社会であることをまず自覚下さい。 

 

最近弊社でもクラウド変更やハード更新などが各拠点で行われています。その費用は、相当なものです。特にセキ

リュティー対策が、一番気を遣います！！ 

 

サイバー攻撃とは、インターネット上で国家・企業・団体・個人に対してインターネットを通じて相手側のシステ

ムを攻撃することです。政治的なもの社会的な理由で法人・個人・団体などのコンピュータシステムを破壊する活動

です。これは、大変な時代が来たものです。 

 

ランサムウェアーとは、サイバー攻撃の一種でパソコンを強制的にロックして使えなくしたり、パソコン内にある

ファイルを暗号化して使えない状態にしたりするウィルスです。もとに戻し正常に使える状態にするためには、身

代金を仮想通貨などで要求したりしてきます。とんでもない話ですね！！ 

 

しかしパソコンを扱うのは、人間です。人です。サイバー攻撃に対する知識とセキュリティとそのポリシーがないと

防げません。 

 

セキュリティポリシーとは、企業の『情報資産』を守るための情報セキュリティ対策を具体的に明文化した社内

ルールとその行動指針です。そしてその指針を徹底することです。経営者の声明文があり企業としてどのように情報

セキュリティに取り組むかの表明文です。企業の目的・経営方針・責任などを明確にしています。 

 

弊社もシステム会社にセキュリティポリシーのためのセミナーをして頂きましたが、クラウド更新を機会にセキュ

リティポリシーを明文化する予定です。便利で働き方改革は良いが、とんでもない時代が来たものですね！！ 

 

最後になりましたが、みなさまご自愛ください。大雨災害など大変な状態ですが、暑い時期が来ます！！  

益々のみなさまの発展を祈念いたします。 

 

（創業の地：熊本県八代事務所より  ）  

 

会議長ブログ：自由人石本の毘沙門天世界放浪記 

毎日更新しています！ 是非読んでください！ 

http://www.taisei-gt.co.jp/blog/ 
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「 会社の運転資金 」 
 

 

銀行から借入金する時の資金使途には、【設備資金】と【運転資金】があります。 

【設備資金】とは機械や車やＯＡ機器などの買い取り資金に対して、 

【運転資金】とは商品、材料仕入や人件費等に充てる資金の事を言います。 

手持ち資金がない場合は、銀行から借入する事があると思いますが、今回は【運転資金の借り方】について 

お話したいと思います。 

 

【運転資金】とは？ 

所要運転資金または、正常運転資金と呼ばれてます。 

貸借対照表の数字で運転資金を表しますと下の図になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(所要・正常)運転資金＝(売掛金+受取手形+在庫)－(買掛金+支払手形) 
 

所要運転資金とは、貸借対照表の数字の事で正常運転資金とは、売掛金の中の回収不能な先(金額)や 

在庫の中の不良在庫(金額)を差し引いた実態の事を言います。 

 

運転資金とは、すぐに現金化できる資産(左)から近々に支払うべく債務(右)を差し引いた 

いわゆる「不足資金」という事です。この不足資金は一時的に不足する事ではなく 

金額の大きい月、小さい月があれ、継続して不足する資金となります。 

 

会社からすれば、運転資金は多い時には多く借入が出来たら、資金繰りが円滑になります。 

もちろん借りたら、返さなければいけません。 

 

ではこの運転資金を借入する時、長期、短期どっちで借りた方が良いか？ 

 

運転資金などの流動的な資金を調達する場合に便利な借入に「当座貸越」があります。 

当座預金を持つ会社に対し、限度枠の中で自由に出し入れできる借入です。非常にありがたい借入ですが、 

かなり審査が厳しい借入金です。当座貸越が出来ない会社でも、「短期継続融資」という借入があり、 

返済期日時に融資をつなぎ返済期限を延長してもらえる資金で、実質返済をしない借入になります。 

 

短期資金を上手に活用し毎月の資金繰りを円滑にする事が、安心につながります。 

お付き合いのある銀行へご相談されてみては如何でしょうか。 

 

編集後記：７月といえば、長い梅雨が明けてからっとした夏に変わっていく季節です。 

梅雨明け後の気持ち良い青空を眺めると、わくわくしてどこかに出かけたくなります。イベントもたくさん

ありますが、皆様はどのような予定を立てられているでしょうか？今年のプロ野球オールスターゲームは熊

本と大阪で実施されるとのことです。地元熊本で実施される試合を、今から楽しみにしております(^o^) 

いまさら聞けない相続税の仕組シリーズ 

岡村泰 


